




































































































































織の問題である」とする論である。その組織の安全に対する姿勢を「安全文化」と命名したのは国際原子力機構（ＩＡＥＡ）である。国際的権威には弱いのがわが国の常であるから、学界も組織 文化を問題として、特に原発の安 研究者を中心に組織の風土や文化を問題にし出した。そこから「安全は組織の問題」という論が新しいものであるかのように紹介される。交通 の歴史を正視






に東京都が臨時雇用した、いわゆる「緑のおばさん」の末裔と言えよう。通学路の交通指導はさまざまの形で行われてきた。町内会やＰＴＡの一時的な当番制 こともあれば、指導員たちの社団法人（全国交通安全母の会連合会）も存在し 組織化の形態はさまざまであるが、子供を守る地域活動が交通安全運動として全国で展開され、多く 人がそれ 多
交通事故は増えたのか、減ったのか 統計にみる交通安全史





















る。自賠責保険は被害者の救済だけでなく、賠償金で加害者が突然に困窮することのないようにした。任意保険も広まった。生命 には抵抗のある人も自動車保険は受け容れ誰にも未来はわからない。誰 も事故に遭わないという保証は 。そしてたとえ自分が悪くなく も事故に遭うことがある。そういう世の不条理に立ち向かう知恵の一つが 険であった。保険 いう文化をわが国に普及させたという一面が交通事故にはある。
ない。これからのアジアの国々をはじめ世界にまだまだ自動車は増える。自動車大国になったわが国はそ 推進役となる。自動車が普及すれば事故の死傷者も増える。そのとき安全装備をつけた車と道路システムを提供すれば事故対策は十分と言って、売り込むのだろうか。　
自動車を発明し、それを大量生産
し工業化し高速道路を造ったのはドイツであった。アメリカは自動 生活の楽 さ、強さ、冒険、恋愛を映画などで世界に広めた。それは事故防止を後手に ての普及とセールスだったことは否めない。日本の交通事故の増減の歴史とそこ 醸成された文化とを振り返ると、 「法の支配」や「草の根運動」 いがしろ した自動車普及は考えも だ、 犠牲者の多さをつい思ってしまうのは私だけだろうか。
（よしだ・しんや）
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